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【目的】高齢者にとって、足の巻き爪や白癬菌感染の放置は、歩行に影響を与え、フレイル

の引き金にもなることから、適切なフットケアを継続することが求められる。しかし本人で

の適切なケアは難しく、また皮膚科や糖尿病外来、介護現場等においてフットケア指導士の

資格を持つ看護師より施術を受ける機会があるが、その場所も限られている。そこで、皮膚

科医の紹介で、薬局内でフットケア指導士の施術を受けられる健康イベントを定期開催す

ることとなった。今回は、参加者にアンケートを行い、フットケアへの認識の変化やイベン

トの課題等を調査したので報告する。 

 

【方法】2019 年 5 月より月 1 回、開局時間中に店舗内のスペースを利用しフットケアイベ

ントを開催。フットケア指導士が爪切り等の施術とともに自宅でのセルフケア方法を指導

した。2020 年 5 月に参加者に電話アンケートを行い、自宅でのフットケアの状況やイベン

トに関する意見などを調査した。 

 

【結果】期間中、全 13 回開催。毎回 6名程度が参加した。リピート参加が多く、開始半年

後には半数以上がリピート参加者の回もあった。アンケートは 21 名より回答があり、うち

17 名について「参加して良かった」との回答を得た。自宅でフットケアを実践していたの

は 9名、歩行可能な距離が延びた方は 6名であった。また、フットケアへの意識が変化した

と回答した方は 11 名、イベント参加継続希望は 15 名であった。また、薬局内の変化とし

て、フットケア指導士とセルフケア指導内容を共有し、施術後のフォロー、セルフケア用品

や靴選びのアドバイス紹介などを実施する事となった。 

 

【考察】本取り組みにより、指導後に全ての方が自宅でセルフケアを実践するのは難しいこ

とが明らかとなった。しかし、参加者の反応は良好で、継続参加者も多いことから、フット

ケア施術を受ける場を提供し、薬局でもセルフケアを継続指導することの意義は大きいと

考察した。 


